
様式１ 令和３年度 小林市立永久津小学校 自己評価書

４段階評価 ４ 期待以上 ３ ほぼ期待どおり ２ やや期待を下回る １ 改善を要する

学校経営

ビジョン

笑顔と思いやり、意欲あふれる永久津っ子の育成

～ 学校・家庭・地域が一体となって１４８年の絆をつなぐ ～

項目
本年度の重点目標と

目標達成のための手段

具体的な

数値目標等

具体的な取組

【学びたい度 ９０％（Ｒ２ ７０％）】

自己評価
結果の考察・分析および改善策

取組別 総合

知
育

【目標】学力向上
(子どもの将来を見据え
て今の学びを考える)

◎ 児童主体の「楽し
く」「分かる」「できる」
授業をめざし、これか
らの社会の変容を意
識し、児童の将来を見
据え責任をもった学
習指導を展開するこ
とによって、学力のさ
らなる向上を図る。

【手段・具体的な取組】
１ 主体的・対話的で深
い学びの創造と確実
な振り返り

２ 職員相互の認め合
いと学び合い

３ 立腰指導の徹底と
基本的学習習慣の定
着

４ 家庭学習習慣の定
着と放課後子ども教

１について

・「わかる」まで教

え、できるまで

「見届ける」授

業

１について

（１）職員研修（主題研）にて、本校の

目指す授業像を設定する。

（２）日々の授業改善及び授業力向上を

図る計画的な研修を行っていく。（年間

１７回）

３

３

１について

○ アンケート項目「２」「３」から学習への参加度・理

解度に対して肯定的な児童が多いことが分かる。「あて

はまらない」と回答している児童もいることから、今後

も更に実態把握に努め、授業中に全員が楽しく学習に取

り組めるように授業を工夫改善していくとともに「個別

の配慮」を行っていく必要がある。

２について

・年間１回以上の

授業公開

・ＣＲＴ前年度比

３％アップ

2について
（１）一人一研究授業を年間計画に位置

づけ、授業公開を行う。

（２）職研修（主題研）で、昨年度のＣ

ＲＴ学力調査結果を分析し、各学年の

実態を明らかにする。

（３）各学年の実態に応じた研究内容を

決める。

３

２について

○ アンケート項目「２」「３」から学習への参加度・理

解度に対して肯定的な児童が多いことが分かる。「あて

はまらない」と回答している児童もいることから、今後

も更に実態把握に努め、授業中に全員が楽しく学習に取

り組めるように授業を工夫改善していくとともに「個別

の配慮」を行っていく必要がある。

３について

・児童の自己評価

（立腰）８０％

以上

・鉛筆の正しい持

ち方８０％以上

３について

（１）日々、定期的に指導、チェックを

行っていく。
３

３について

○ 児童の回答・教職員の回答から、改善すべきポイント

があると感じた。教職員は日々の授業の中で声かけを忘

れずに行っていくとともに、正しくできている児童を賞

賛し、習慣づけていく必要がある。



室との連携強化 ４について

・家庭学習の実態

調査による定着

度の個人評価

８０％以上

４について

（１）日々、定期的に指導、チェックを

行っていく。
３

４について

○ アンケートの回答結果から、全体的によく取り組むこ

とができている。

５ タブレットＰＣの
効果的な活用による
学力の向上

５について

・タブレット活用

（週当たり２回

以上）

５について

（１）タブレットをいつでも活用できる

ように、保管庫も教室に設置し、タブ

レット活用の充実を図る環境を整え

る。

（２）学習の手助けとなるように、タブ

レット活用のきまりを作成し、児童が

正しい使い方を身に付けるようにす

る。

（３）ＧＩＧＡスクールサポーターとの

連携を図り、効果的なタブレット活用

の充実を図る。

４

５について

○ 教職員の回答から、高い頻度で授業中に活用でき

ているといえる。普段の授業に活用しやすい環境作

りができている。今後はより効果的な活用について

研修を深め、実践の蓄積・整理を進めることで、本

校児童の学力の向上につなげていきたい。

【目標】豊かな心の教育
推進
（生徒指導3機能生かし
た認める指導と体験活
動の充実）

◎ 道徳や特別活動、こ
すもす科との関連を
踏まえた体験活動の
推進による、豊かな感
性と思いやりの心の
醸成。

１について

・学校支援ボラン

ティア活用

年間３５０人

１について

（１）地域コーディネータとの連携をと

る。

３

３

１について

○ 外部講師や地域の方々を積極的に本校へ招き、児

童の心の成長につながるより豊かな体験活動を行う

ことができた。（米作り、昔の遊び、かくれ念仏洞の

話、新聞つくり、ワクチン接種について、食育ここ

やっと小林のシェフ等）

○ 学校支援ボランティア ４５８名（３月末）

２について

・きまりやルール

を守ろうとして

いる児童の自己

評価１００％

・基本的な生活習

慣に関する中学

校との共通実践

項目に関する児

童の自己評価

８０％以上

2について
（１）挨拶指導 集団登校 集団下校

（２）避難訓練

(避難経路確認 風水害 地震 火災)
（３）雨の日の過ごし方

（４）栽培活動

（５）教育相談

４

２について

○ 基本的な生活に関する指導（さわやかなあいさつ、

廊下歩行、清掃、ポランティア活動等）について、

重点的に指導を行ってきた。あいさつについては、

児童の意識も高まりつつあるが、個人差があるので

個に応じた指導(名前を付けてのあいさつ)を継続し
ていきたい。廊下歩行についてや清掃への取り組み



【手段・具体的な取組】
１ 自己を見つめ、多面
的・多角的な見方を育
む道徳科の推進

２ 基本的生活習慣の
意義を考えさせる指
導と定着の推進

３ 日本一の読書県宮
崎の推進

４ 社会に関心を持た
せる新聞活用の充実

５ 集会等による命の
教育と心のふれあい
推進

（６）縦割り清掃 清掃指導

（７）クラブ・委員会活動

（８）挨拶指導 清掃指導 ごみの分別

指導

（９）栽培活動への取組

（10）安全指導 廊下歩行への指導

への指導は今後も継続して指導していく必要がある

と感じている。

○ 毎週月曜日の業前の時間に、地域ボランティア（永

久津お話の会）の方々による読み聞かせを実施して

いる。児童も大変楽しみにしており、今後も継続し

て取り組んでいきたい。

３について

・年間一人１００

冊以上の読書量

３について

（１）図書支援員と連携し、委員会活動

での呼びかけを行う。 ３

３について

○ 学校図書館協力員が、児童の図書貸出や図書館設

営等を行っている。新刊図書を工夫して紹介するな

ど、児童の読書意欲を高める工夫を行ってきた。

年間貸出冊数 １人 １４７冊（２月末）

４について

・新聞投稿年間１

００本

４について

（１）授業や週末課題等で作成した作文

等を新聞に投稿する。
４

４について

○ 年間を通じて、各学年で学校行事や各教科で取り

組んだ作品を投稿できた。

５について

・児童アンケート

「やさしくして

いる」８５％以

上

５について

（１）集会等での命の大切さや、思いや

りに関わる話

（２）IF委員会 教育相談

（３）縦割り清掃

（４）栽培活動

４

５について

○ 命の大切さについて考える集会や人権や思いやり

についての話を放送や各学級の学級指導の中で実施

した。どれも児童だけでなく、保護者へも発信して

いく取り組みとなり意義あるものとなった。児童会

と 6年生のシトラスリボンへの取り組みは人権意識
の高まりにとどまらず児童の今後の自信にもつなが

った。

体
育

【目標】健やかな心体の

育成

（生きる力の元となる

健康・体力を意識して）

◎ 体力向上プランを

意識した授業・体育的

１について

・マスク・手洗い･

手指消毒・密の

回避

・感染症予防に気

をつけている児

童の自己評価１

００％

１について

（１）手洗いやマスクの着用について、

放送で呼びかけを行う。

（２）マスクや検温を忘れた児童には、

その都度指導する。

（３） 保健便りによる啓発を行う。

３
３

１について

○ マスク忘れは、同じ児童が何度ももらいに来ていた。

その都度、家庭から持参するように指導した。

○ 感染拡大時には、保健便りで啓発を行った。



行事・日常の体育的活

動を通して、基礎体力

の向上と健康的な生

活習慣の定着を図る。

【手段・具体的な取組】

１ 新しい生活様式の

徹底

２ 体力・運動能力の向

上

３ 危険予知・回避能力

の育成と地域・保護者

との連携

２について

・体力テスト分析

による改善方法

の策定と実践

・陥没種目の３％

向上

２について

（１）体力テストの結果、特に上体起こ

し、長座体前屈、反復横跳びについて

は、全国平均を下回っている学年が多

いことが明らかになった。（Ｒ３結果

より）

（２）陥没種目については、体育の授業

や体力向上週間を活用して、向上を図

る。（３％アップ）

（３） 休み時間等に運動に親しむこと

ができるような環境を整えたり、家庭

でも体力向上に関する取り組みを紹

介し、体力向上を促すようにする。

（３）体育科の授業力向上については、

研究授業など他の学年の授業を見る

機会を増やしたり、小林市内の体育専

科を活用して授業力向上を図るよう

にする。（自己評価：７５％）

３

２について

○ 体力テストで落ち込みがみられた２種目（長座体前

屈、反復横跳び）については、体育の授業等を活用して

体力向上につなげる。

○ 昼休みには児童が外で元気よく遊ぶ姿が見られた。遊

具や道具をさらに活用させて運動に親しませていきた

い。

○ 授業力向上については、学年部で学習を進めたり、他

の学年の授業を見る機会があったりと指導法を学ぶ場

が多くあった。また、今年度は体育専科派遣事業の一環

として体育専科教員が本校に派遣され、５学年の児童と

学習を行った。

３について

・避難訓練や安全

点検に関する教

師の自己評価

８０％以上

３について

（１）毎月最初の清掃日に確実に行

う。

（２）定期的、具体的な避難訓練を実

施する。

（３）雨の日の過ごし方の指導を行う。

（４）日常の交通安全について指導す

る。

３

３について

○ 想定外をいろいろな場合で予想し、反省点が多く出る

避難訓練を行ったことは大変意義あるものとなった。

常日頃から児童に危険予知の考え方ができるようにそ

れぞれの学年の発達段階に応じて指導できたことも効

果的であった。

○ 安全点検ではタブレットを活用し、作業の効率化が図

られた。

○ 児童の目線からも、危険箇所を把握する必要がある。



４ 保健指導の充実

５ 家庭・地域との連携

４について

・養護教諭による

歯磨き指導の実施

・ フッ化物洗口

実践

・むし歯治療率

８０％

４について

（１）１、２年生へ歯みがき指導、未治

療者への個別指導、保健便りによる啓

発を行う。

（２） 学校保健委員会での専門家によ

る講演を行う。

（３） フッ化物洗口を確実に行う。

３

４について

○ １、２、５年生へ歯みがき指導を行った。未治療者へ

は夏休み前と冬休み前に個別指導を実施した。保健便り

では、６月４日の「むし歯予防デー」と１１月８日の「良

い歯の日」に合わせて啓発を行った。

○ 児童の自己評価では、８～９割が食後の歯みがきを行

っているが、４名が、あてはまらないと回答しているの

で、今後も、継続して指導していきたい。

○ 学校保健委員会で、保健センターの保健師さんに講演

をお願いしたことで、保護者への意識付けになったと感

じる。

○ フッ化物洗口は、先生方の御協力により、順調に実施

できている。

○ 現在の治療率は８０．６％である。引き続き、未治療

者への指導を行う。

５について

・地域行事への協

力

・欠席 0の日

１００日以上

５について

（１）地域行事への参加を積極的に呼び

かける。

（２）規則正しい生活習慣を身に付けさ

せることで、心身の健康を増進し、欠

席を少なくする。

（３）欠席した場合は、担任から家庭へ

連絡してもらい、欠席が続かないよう

にする。

３

５について

○ 地域の協働体主催の行事等への参加をＰＴＡと協力

して呼びかけ、６割以上の参加者があった。

○ 保健便りや、掲示物等で啓発した。

・ 担任の先生方が､欠席者へ丁寧に対応していたので、

長期欠席はいなかった。

○２／２８現在 欠席０の日は１１５日

（出席停止、忌引き除く）



食
育

【目標】望ましい食習慣

の育成

（食は生きる源）

◎ 様々な経験を通じ

て「食」に関する知識

と「食」を選択する力

を習得し、健全な食生

活を実現することが

できる基礎を育てる。

【手段・具体的な取組】

１ 伝統的な食文化や

食習慣を振り返る授

業の展開

２ 食育指導の充実

３ ＨＰによる情報提

供（今日の給食コーナ

ー）

１について

・農業体験や食育

の日と関連した

家庭科授業の実

施

・学校支援ボラン

ティアとの連動

（芋・米・蕎麦）

１について

（１）中学校、地域コーディネータとの

連携し、５年生は米作り、６年生はそ

ばプロジェクトを実施する。
３

３

１について

○ 地域の方々の協力を得ることで、児童にとって豊かな

心を育成する体験活動を行うことができた。（米作り、

蕎麦プロジェクト）今後も計画的に進めていきたい。

２について

・給食に関する児

童の自己評価

８０％以上

・養護教諭による

食育指導

（全学年で実施）

・食育の日３回、

チャレンジクッ

キング２日実施

２について

（１）苦手な食材にも取り組めるように、

全学年で食育指導を行う。

（２）給食時間に食材のクイズや豆知識

を放送し、興味を持たせる。

（３）食育の日には、取り組みの様子を

ホームページでお知らせし、意欲を持

たせる。

（４）チャレンジクッキングは、提出さ

れた物を掲示することで、児童同士で

お互いを認め合い、意欲を高める。

３

２について

○ 栄養教諭を招いて、食育授業を行ったり、保健、家庭

科の食事に関わる部分の授業に入らせて頂いた。家庭科

は１月に実施した。

○ 給食時間のクイズを、委員会の児童に作ってもらうこ

とで、委員会の児童の意識付けにもなった。

○ 児童の自己評価では、８～９割が好き嫌いせずに給食

を食べている。

○ ホームページは活用できなかった。３月の食育の日に

は活用したい。

○ チャレンジクッキングは、楽しんで取り組んだ様子が

見られた。他の児童のものも、よく見ており、「すごい」

などと話していた。

３について

・ＨＰによる情報

提供（毎日）

３について

（１）ＨＰへ毎日掲載
３

３について

○ 毎日の給食をＨＰに掲載した。

○ 食育に関する学習や取組をＨＰに掲載し発信でき

た。

本年度は、withコロナの考えのもと、保護者や地域の協力を得ながら行事や取組を計画したり、ＩＣＴを活用した授業改善へも積極的に取り組
んだりすることで、教育目標の達成に向け努力した。次年度は、学力向上に向けＩＣＴの効果的活用を模索し、危機管理を高めながら、安心・安全

な学校づくりに努めたい。

次年度の方向

性についての

校長所見




